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AIとクラウドの進展と

IOWN®
林 雅之

2023年10⽉13⽇
NTTコミュニケーションズ株式会社
国際⼤学GLOCOM客員研究員

「IOWN®」は、⽇本電信電話株式会社の商標⼜は登録商標です。

〜⼤阪・関⻄万博 、宇宙の話も交えて〜
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⾃⼰紹介
▶ NTTコミュニケーションズ株式会社

イノベーションセンター IOWN推進室、技術戦略部⾨（兼務）
エバンジェリスト（IOWN、クラウド、Web3、AI等）

▶ 国際⼤学GLOCOM 客員研究員
▶ 埼⽟⼯業⼤学 ⼯学部 情報システム学科 ⾮常勤講師
▶ ITmediaオルタナブログ 『ビジネス2.0』の視点（毎⽇5,950⽇超／16年）
▶ NewsPicks トッピックスオーナー デジタル政策と未来社会
▶ Voicy 『ビジネス3.0』の視点 パーソナリティ
▶ ツイッター @masayukihayashi /  @cloud_1topi
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IOWNとは︖
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世界のデータセンタの年間消費電⼒
例えば、消費電⼒の増加は︖

出典︓国⽴研究開発法⼈科学技術振興機構低炭素社会戦略センター

*将来の技術進歩は織り込まず、現在の計算負荷の増⼤傾向が将来にわたって継続し、現在⼊⼿可能な最新機器を⽤いたと仮定
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2030年に向けての次世代インフラの考え⽅

ネットワークから端末まであらゆる場所
に光電融合デバイスなどの
フォトニクス技術を活⽤した
次世代のインフラへ

持続可能な社会を実現するため
技術⾰新による新たな価値創造

環境負荷が⼤幅に下がる
ネットワークやコンピューティング
インフラの⾼度化の実現にむけて、

現状 2030年に向けて

※出典︓国⽴研究開発法⼈科学技術振興機構低炭素社会戦略センター

世界のデータセンタの年間消費電⼒
（2018年→2050年）

約2,600倍※

けた違いのデータ量増加など、
ICTの発展による電⼒消費

既存の情報通信システムでは
伝送能⼒と処理能⼒の双⽅に限界に

IOWN®

AIとクラウドの進展
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IOWN®（Innovative Optical and Wireless Network）構想とは

コグニティブ
ファウンデーション
マルチオーケストレーター

光電融合デバイス※2

デジタルツイン
コンピューティング

ディスアグリゲーテッドコンピューティング基盤

オールフォトニクス・ネットワーク
(APN) ※1

既存サーバー基盤

既存ネットワーク

持続的成⻑、安⼼安全信頼、および個と全体の最適などさまざまな価値を⽣み出していく、スマートな社会の実現
に向けてNTTが推進する最先端の光関連技術および情報処理技術を活⽤したネットワーク・情報処理基盤の構想

出典︓⽇本電信電話株式会社

APN ※1 ︓通信ネットワークのすべての区間で光波⻑を占有することで「⼤容量」「低遅延」「低消費電⼒」を実現
光電融合デバイス※2 ︓光回路と電気回路を融合させることで、⼩型化や経済化に加え、⾼速化や低消費電⼒化などの性能向上を実現するデバイス
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１年間充電しないスマホ (2030年頃〜）

まばたき(0.3秒）の間に２時間の映画を１万本ダウンロード

遠隔の観戦者同⼠が楽しめる遅延なしのスポーツ配信

遠隔地からの⾳楽合奏や⼿術、⾃動運転 等

IOWN実現＋技術⾰新 でこう変わる︖

NTTの「IOWN」とは 6Gの基盤、世界に再挑戦 - ⽇本経済新聞 (nikkei.com) を基に編集

4G︓５分で１本
5G︓３秒で１本

２時間の映画を
ダウンロードする場合

https://www.nikkei.com/article/DGXZQOUC217E90R20C23A4000000/
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オールフォトニクス・ネットワーク（APN）の特徴

IOWN APN
All Photonics Network

※1 フォトニクス技術適⽤部分の電⼒効率の⽬標値 ※2 光ファイバー1本あたりの通信容量の⽬標値 ※3 同⼀県内で圧縮処理が不要となる映像トラヒックでのエンドエンドの遅延の⽬標値

⼤容量⾼品質
伝送容量※2

低消費電⼒
電⼒効率※1

低遅延
エンドエンド遅延※3

2025年⼤阪・関⻄万博では現⾏の進化版を提供予定

1.0倍サービス開始時点
（2023年3⽉）

最終⽬標
（2030年以降）

1.2倍 1/200

100倍 125倍 1/200

※NTT東⻄が提供
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APNとこれまでの光ネットワークとの違い

将来的には︓サーバからPCまでデータを光で処理、無駄なエネルギーを低減
通信ビル 通信ビル 通信ビル ⾃宅データセンター

サーバー NW機器 NW機器 NW機器 NW機器 PC

光で
処理

光で
処理

光で
処理光で処理・送信 光で処理

NW機器

これまでは︓データを電気→光→電気・・・と変換、多くのエネルギーを使⽤
通信ビル 通信ビル 通信ビル ⾃宅データセンター

NW機器 NW機器 NW機器 NW機器 PC

光で送信 電気で
処理

電気で
処理

電気で
処理電気で処理 電気で処理

NW機器サーバー

電気で処理していたデータを光で処理することで、⼤容量・低遅延・低消費電⼒を実現

光の波⻑パスでユーザ拠点間を接続

現状

APN
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NTT Green Innovation toward 2040

2013 2020 2030 2040

温室効果ガス排出量 (860万トン)
［万トン］

400万トン

95万トン

成り⾏き

IOWN

再⽣可能
エネルギー

オフセット

温室効果ガス
排出量

▲10％

▲45％
▲55％
電⼒消費量
削減

▲45％
再エネ
導⼊等

2022

456万トン

［年度］
モバイル、データセンター
カーボンニュートラル

NTTグループ
カーボンニュートラル

インターナルカーボン
プライシング制度の導⼊

▲80％

省エネ

出典︓⽇本電信電話株式会社 NTT Green Innovation toward 2040 2021.9
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これまでの取り組みとユースケース



© NTT Communications Corporation All Rights Reserved. 12

「サントリー1万⼈の第九」リアルタイム遠隔合唱
３拠点をオールフォトニクス・ネットワーク（APN）でつなぎ、

リアルタイム遠隔合唱
３拠点の⾳声・映像を低遅延、ゆらぎゼロで伝送することで、

指揮者、演奏者、合唱者が同じ場所で演奏しているような

⾳楽体験

https://www.ntt.com/about-us/press-releases/news/article/2022/1124.html

IOWN 指揮者

演奏者/合唱者

遠隔モニター

演奏者/合唱者

遠隔
モニター

2,000⼈

⼤阪城ホール

演奏者/合唱者

遠隔
モニター

QUINTBRIDGE（⼤阪）

OPEN HUB Park（東京）
＜実証イメージ＞

リモート会場

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000001932.000004747.html
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ユースケース１︓eスポーツ
僅かな遅延も勝敗に影響するeスポーツでも、遠隔会場間で公平な対戦が可能

従来

遅延 上級プレイヤーが
遅延を感じる
境界線

*NTT持株調べ︓上級ゲームプレイヤー17⼈による遅延の感じ⽅のブラインド
テストを実施した結果、+16.7ミリ秒以上で、遅延による悪化を感じる評価結
果が得られた。

(1⼈あたり14回、様々な遅延をランダムに設定し、遅延の印象を回答)

16.7
ミリ秒*

IOWN
サービス

IOWN

出典︓⽇本電信電話株式会社
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ユースケース２︓データセンター間接続
• データセンター(DC)をAPNで接続することで、機能分散や⾼可⽤性が可能
地域の中⼩データセンター活⽤促進により再⽣可能エネルギーの利⽤促進

IOWN APN
ユーザーDC地域DC

地域DC
分散型データセンター

地域DC
ハイパースケールDC

出典︓⽇本電信電話株式会社
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お客さま案件の多い業種・業界

⾦融

建設・不動産

電⼦・電機

官公庁・⼤学
スマートシティ
（＋産業集積地）

放送・メディア

鉄道・運輸IT事業者

IOWN

2030年に向けた、中⻑期ビジョン、デジタル戦略、インフラ戦略、共創等を視野にいれているお客様
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IOWN、今後の展開
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IOWNの実現する世界（イメージ）

出典︓⽇本電信電話株式会社

IOWN1.0（2022年度〜） IOWN2.0（2025年度〜）

IOWN3.0（2029年度〜）／ IOWN4.0（2030年度以降）
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IOWN Global Forumの活動
NTT、インテル、ソニーがコミュニケーションの未来をめざして国際的なフォーラム
「Innovative Optical and Wireless Network (IOWN) Global Forum」を、⽶国にて2020年1⽉に設⽴

新規技術、フレームワーク、技術仕様、リファレンスデザインの開発を通じ、オールフォトニクス・ネットワーク、エッジコ
ンピューティング、無線、分散コンピューティングから構成される新たなコミュニケーション基盤の実現を促進

テクニカルロードマップの
作成

技術仕様書の作成
（例︓アーキテクチャ、要件）

普及・展開
（標準化団体との連携）ユースケースの選出

ユースケースとアプリケーション
（IOWNグローバルフォーラムのビジョン、

動機づけとなるユースケース、潜在的なビジネス影響の推定、技術要件）

スマート
エネルギー

スマート
都市

スマート
モビリティ

スマート
ファイナンス

スマート
エンターテインメント

その他ユースケースとアプリケーション

テクニカルソリューション
（リファレンスアーキテクチャ、プロトコル、インターフェース、仕様）

その他のテクノロジー

ネットワーク
（光/ワイヤレス）

分散コンピュー
ティング

フォトニクス＆
オプトエレクトロニクス

デバイス、
インターフェース端末
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IOWN Global Forum への参加状況
アジア・⽶国・欧州を含む128組織・団体が参画 ※2023年10⽉時点

3

39

88

134

General

Sponsor

Academic 
Research

2020年1⽉ 2021年1⽉ 2022年1⽉ 2023年10⽉

出典︓⽇本電信電話株式会社
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光電融合デバイスの製造会社設⽴

2023年6⽉ ｢NTTイノベーティブデバイス株式会社｣を設⽴
（出資⾦300億円でスタート、順次増資を検討）

AIの活⽤拡⼤等に伴う消費電⼒増⼤への解決策として、
低消費電⼒を実現する光電融合デバイスの早期事業化を⽬指す。

出典︓⽇本電信電話株式会社



© NTT Communications Corporation All Rights Reserved. 21

光電融合デバイスのロードマップ

2029年度- 2030年度以降2025年度-

IOWN2.0 IOWN3.0 IOWN4.0

チップ内光化チップ間接続ボード接続

“光エンジン”

電⼒効率
100倍へ

出典︓⽇本電信電話株式会社
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NTT、⼤阪・関⻄万博 夢洲会場への
オールフォトニクス・ネットワーク提供を決定

NTT、⼤阪・関⻄万博 夢洲会場へのオールフォトニクス・ネットワーク提供を決定 | ニュースリリース | NTT (group.ntt)

https://group.ntt/jp/newsrelease/2023/07/20/230720a.html
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NTTのオールフォトニクス·ネットワークサービスの拡⼤

•全国展開を加速

2022年度〜

2024年度〜

2026年度〜

•オールフォトニクス·ネットワークの
早期サービス提供を開始

•外部パートナー連携によるユースケース拡⼤

•主要都市間接続によるビジネスパートナー
とのビジネス実証

※本図はイメージであり、記載エリアへの展開は現時点で未定

関⻄
広域連合

福岡

名古屋

仙台

横浜
東京

広島

⼤阪・関⻄万博での
APNサービス提供イメージ

⼤阪・関⻄万博会場

出典︓⽇本電信電話株式会社 Interop2023
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IOWNは、

構想から

共創を通じて、
社会実装へ。

始動
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ご清聴ありがとうございました。


